
＜審査した議案・陳情＞

隼人老人給食センターの現地調査

議案 第７号
議案 第９号
議案 第10号
議案 第11号

議案 第12号

議案 第13号
議案 第15号
議案 第16号

議案 第17号
議案 第21号

霧島市介護保険条例の一部改正について……………………………………………………………賛成多数で可決
霧島市国民健康保険税の特別減免に関する条例の一部改正について……………………………全会一致で可決
霧島市国民健康保険税の特例措置に関する条例の一部改正について……………………………全会一致で可決
霧島市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正について………………………………………………………………………………………全会一致で可決
霧島市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る
介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について…………………全会一致で可決
霧島市保育の実施に関する条例の廃止について……………………………………………………賛成多数で可決
霧島市子どものための教育・保育に関する利用者負担額を定める条例の制定について………全会一致で可決
霧島市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定について………………………………………全会一致で可決
霧島市地域包括支援センターの事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の制定について…全会一致で可決
指定管理者の指定について（霧島市隼人老人給食センター及び霧島市福山老人給食センター）…全会一致で可決

霧
島
市
国
民
健
康
保
険
税
の

特
別
減
免
及
び
特
例
措
置
を

一
年
間
延
長

　

平
成
24
年
度
か
ら
暫
定
的

な
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
特

別
減
免
措
置
及
び
特
例
措
置

を
講
じ
て
き
た
。
国
保
会
計

は
、
赤
字
続
き
で
極
め
て
深

刻
な
状
況
が
続
い
て
い
る

が
、
本
年
１
月
に
国
が
財
政

支
援
を
含
む
保
険
事
業
へ
の

対
策
と
方
針
を
示
し
た
こ
と

を
受
け
一
年
間
の
延
長
を
提

案
す
る
と
の
説
明
。

■問　
国
の
支
援
策
の
詳
細
は

ど
う
か
。

■答　
平
成
27
年
度
か
ら
低
所

得
者
の
多
い
自
治
体
へ
財
政

支
援
の
た
め
、
約
１
７
０
０

億
円
が
交
付
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
消
費
税
10
％
と
な
る
平

成
29
年
度
か
ら
追
加
で
１
７

０
０
億
円
が
拠
出
さ
れ
る
。

ま
た
、
従
来
対
象
医
療
費
は

１
件
の
レ
セ
プ
ト
30
万
円
以

上
だ
が
、
平
成
27
年
度
か
ら

１
円
以
上
の
医
療
費
と
な

り
、
見
込
み
で
３
億
円
の
増

収
と
試
算
し
て
い
る
。

▼
先
の
12
月
議
会
で
は
同
趣

旨
の
陳
情
審
査
に
お
い
て
不

採
択
と
な
っ
た
が
、
国
の
方

針
等
を
見
極
め
る
た
め
に
も

１
年
間
の
延
長
を
支
持
す
る

と
の
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

霧
島
市
保
育
の
実
施
に
関
す

る
条
例
の
廃
止

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
本
条
例
を
廃
止
す

る
と
の
説
明
。

■問　
市
の
責
任
が
明
確
に
担

保
さ
れ
て
い
る
条
例
の
廃
止

が
必
要
な
の
か
。

■答　
今
回
の
法
律
の
位
置
付

け
は
、
内
閣
府
令
に
よ
り
就

労
時
間
の
下
限
の
み
市
町
村

で
定
め
る
事
由
と
し
て
お
り
、

ほ
か
の
事
由
は
内
閣
府
令
が

直
接
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
市
町
村
で
定
め
る
こ

と
は
不
要
と
さ
れ
て
い
る
。

▼
こ
の
条
例
廃
止
は
、
自
治

体
の
役
割
に
後
退
を
招
く
可

能
性
が
あ
る
。
自
治
体
の
責

務
の
恒
久
性
は
担
保
さ
れ
て

い
な
い
と
の
見
解
も
あ
る
と

の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
今
後
子
育
て
支
援
は
、
更

に
充
実
・
強
化
さ
れ
る
も
の

と
確
信
す
る
と
の
賛
成
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

霧
島
市
子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
に
関
す
る
利
用
者
負

担
額
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

教
育
・
保
育
施
設
等
の
徴

収
根
拠
規
定
を
定
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
私
立
保

育
所
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

保
育
の
委
託
制
度
が
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
に
規
定

さ
れ
て
い
る
と
の
説
明
。

■問　
市
の
負
担
額
増
加
の
抑

制
策
に
な
っ
て
な
い
か
。
県

内
各
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

■答　
今
後
、
子
育
て
支
援
に

関
連
す
る
事
業
費
は
確
実
に

増
加
の
方
向
に
あ
る
。
県
内

各
市
の
保
育
園
利
用
料
の
設

定
状
況
は
本
市
と
階
層
区
分

の
設
定
が
異
な
り
、
一
概
に

比
較
・
評
価
で
き
な
い
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

牧
園
町
福
祉
給
食
セ
ン

タ
ー
を
隼
人
老
人
給
食
セ
ン

タ
ー
に
集
約
し
、
引
き
続

き
、
隼
人
老
人
給
食
セ
ン

タ
ー
と
福
山
老
人
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
社
会
福

祉
法
人
霧
島
市
社
会
福
祉
協

議
会
を
指
定
管
理
者
と
す
る

と
の
説
明
。

■問　
一
食
６
１
０
円
の
単
価

は
見
直
し
時
期
に
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
民

営
化
も
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
■答　
経
費
的
な
面
も
含
め
て

社
会
福
祉
協
議
会
に
改
善
努

力
を
要
請
し
た
い
。
民
営
化

の
議
論
も
あ
る
が
、
安
否
確

認
、
栄
養
状
態
の
維
持
・
管

理
の
事
業
も
付
加
し
て
い
る

た
め
、
現
状
で
の
事
業
推
進

を
考
え
て
い
る
。

◎時任　英寛　　○宮本　明彦　　徳田　修和　　中村　満雄　　植山　利博

　今吉　歳晴　　　蔵原　勇　　　宮内　博環境福祉常任委員会

＜審査した議案・陳情＞

議案 第２号
議案 第８号

議案 第18号
議案 第23号
議案 第24号
議案 第26号
議案 第27号
議案 第28号

陳情 第１号

霧島市手数料条例の一部改正について………………………………………………………………全会一致で可決
霧島市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法律
第10条第１項の規定に基づく準則を定める条例の一部改正について……………………………全会一致で可決
霧島市立地企業等設備投資促進に関する条例の制定について……………………………………全会一致で可決
市道路線の廃止及び認定について……………………………………………………………………全会一致で可決
字の区域の変更について………………………………………………………………………………全会一致で可決
土地の取得について（国分上小川地区コミュニティ広場建設用地）……………………………全会一致で可決
請負契約の締結について（H26 関平鉱泉所建替建築工事）………………………………………全会一致で可決
請負契約の締結について（H26 関平鉱泉所建替製造機器設備工事）……………………………全会一致で可決

市道小田・小浜線を加治木ＪＣに直結し、国道10号線の渋滞と騒音を緩和して住民の安心安全に
資するため、市道を増設するための陳情………………………………………………………賛成多数で趣旨採択

◎下深迫孝二　　○前島　広紀　　木野田　誠　　中馬　幹雄　　志摩　浩志　

　厚地　覺　　　　新橋　実　　　常盤　信一　　岡村一二三産業建設常任委員会

丸
尾
滝
線
を
市
道
認
定

　

国
道
２
２
３
号
の
改
良
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ

て
い
た
丸
尾
滝
前
を
通
る
約

７
２
４
ｍ
を
市
道
と
し
て
認

定
し
よ
う
と
す
る
と
の
説

明
。

■問　
こ
の
路
線
は
、
台
風
や

大
雨
に
よ
る
法
面
崩
落
や
倒

木
等
に
よ
り
、
通
行
止
め
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
危

険
な
箇
所
は
ど
う
す
る
の

か
。

■答　
危
険
な
部
分
に
つ
い
て

は
、
崩
落
防
止
フ
ェ
ン
ス
の

延
長
な
ど
、
県
で
安
全
対
策

を
十
分
行
っ
た
後
、
移
管
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。

国
分
上
小
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
建
設
用
地
を
取
得

　

国
分
上
小
川
地
区
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
を
建
設
す

る
た
め
の
用
地
12
筆
、
８
７

５
２
㎡
を
取
得
し
よ
う
と
す

る
と
の
説
明
。

■問　
国
分
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場
は
何
か
所
あ
る
か
。利

用
対
象
地
区
住
民
は
何
人
く

ら
い
か
。

■答　
今
回
建
設
予
定
の
上
小

川
地
区
を
含
め
る
と
12
か
所

で
あ
る
。上
小
川
地
区
で
言

え
ば
、
地
区
自
治
公
民
館
の

住
民
数
は
約
２
５
０
０
人
で

あ
る
。

■問　
今
回
土
地
取
得
費
が
８

７
５
２
万
円
だ
が
、今
後
、造

成
費
な
ど
に
か
か
る
金
額
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

■答　
１
億
２
０
０
０
万
円
ぐ

ら
い
に
な
る
。

関
平
鉱
泉
所
建
替
建
築
工
事

及
び
、
製
造
機
器
設
備
工
事

の
請
負
契
約
締
結

　

関
平
鉱
泉
所
の
現
工
場
は

稼
働
後
18
年
が
経
過
し
、
製

造
機
器
の
老
朽
化
に
よ
る
機

器
の
修
繕
費
な
ど
、
維
持
管

理
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

製
造
に
か
か
る
衛
生
基
準
等

も
変
化
し
て
き
て
い
る
状
況

で
あ
り
、今
回
、よ
り
一
層
安

心
安
全
な
対
策
を
講
じ
た
工

場
で
「
関
平
鉱
泉
水
」を
製
造

す
る
た
め
、
新
工
場
の
建
設

と
、
新
た
な
製
造
機
器
の
導

入
を
計
画
す
る
も
の
で
あ

る
。工
場
の
概
要
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
２
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
約
２
２
１

２
㎡
で
あ
り
、
延
べ
床
面
積

は
、
現
工
場
の
2.3
倍
程
度
に

な
る
。工
事
請
負
金
額
は
、
４

億
５
０
０
万
円
で
あ
る
。ま

た
、
製
造
機
器
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
７
月
３
日
に
製
造

機
器
メ
ー
カ
ー
３
社
に
よ
る

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
て

１
社
の
提
案
を
採
用
し
た
。

契
約
金
額
は
、
２
億
２
６
９

３
万
８
２
４
０
円
で
あ
る
と

の
説
明
。

■問　
将
来
の
経
済
効
果
の
見

通
し
は
ど
う
か
。ま
た
、
新
た

な
商
品
開
発
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

■答　
売
り
上
げ
は
、
10
億
円

を
目
指
し
て
い
る
。商
品
開

発
に
つ
い
て
は
、
大
出
水
や

水
道
部
管
轄
の
水
源
地
の
水

を
活
用
し
た
商
品
化
を
考
え

て
い
る
。

■問　
温
泉
水
量
は
豊
富
に
あ

る
の
か
。

■答　
日
量
45
ト
ン
し
か
出
な

い
中
で
、
関
平
温
泉
に
15
ト

ン
を
回
し
て
い
る
。現
在
は

残
量
全
部
を
製
造
し
て
い
な

い
た
め
、
そ
の
全
量
使
用
や
、

賞
味
期
限
を
６
か
月
か
ら
１

年
に
延
ば
す
な
ど
、
需
要
の

少
な
い
冬
場
の
分
を
春
場
・

夏
場
に
回
し
て
、
限
ら
れ
た

資
源
を
う
ま
く
使
っ
て
い
き

た
い
。

■問　
今
回
の
建
て
替
え
工
事

は
、
全
体
計
画
で
ど
れ
く
ら

い
の
金
額
を
予
定
し
て
い
る

の
か
。

■答　
14
億
２
０
０
０
万
円
程

度
を
予
定
し
て
お
り
、
債
務

負
担
行
為
で
９
億
２
０
０
０

万
円
を
限
度
額
と
想
定
し
て

い
る
。ま
た
、
製
造
機
器
の

リ
ー
ス
料
と
し
て
４
億
円
程

度
、
特
産
品
協
会
の
部
分
と

し
て
１
億
５
０
０
０
万
円
程

度
を
考
え
て
い
る
。

関平鉱泉所の現地調査

09 霧島市議会だより第38号霧島市議会だより第38号 08


